
採用候補者カード 記入例 〈表面〉 

・提出部数：２部   ・折り曲げ厳禁   ・修正箇所は二重線で消すこと（訂正印不要） 

 

 

 

 

 

  

4

令 和 ７ 年 度　　　　採 用 候 補 者 カ ー ド
※このカードに記載した事項は、必ずしも希望や配慮を約束するものでありません。

受験

区分

選考

区分

・ 一般選考

・ 特別選考
　（１・２・３・４・５・６・７・８）

受験

番号
保健体育

令和６年１２月

現住所

〒９９９－９９９９

※必ず記入

現住所の

学区
　　　　　□□　　　　小学校 　　　　　△△　　　　中学校

○○県△△市□□町１－１

ふりがな 生　年　月　日

氏　名

昭 和

平 成
４ 年　１１ 月　１１ 日

性

別
女 　３２　　歳

(令和７年４月１日現在）

港　未来
みなと　みらい

0000

所有

免許状

免許状の種類
（所有（取得見込を含む）するものを○で囲む）

教科・領域等 授与（取得見込）年月日 取得の有無

２ ・ １ ・ 専
S

H  R
  ２７　・  ３　・　３１ 取得　　・　　取得見込

２ ・ １ ・ 専

取得　　・　　取得見込

２ ・ １ ・ 専
S

H  R 　・　　　・ 取得　　・　　取得見込

S

H  R
  ２７　・  ３　・　３１ 取得　　・　　取得見込

２ ・ １ ・ 専
S

H  R
  ２７　・  ３　・　３１ 取得　　・　　取得見込

２ ・ １ ・ 専
S

H  R 　・　　　・ 取得　　・　　取得見込

司書教諭 なし　・　あり⇒
S

H  R 　・　　　・ 取得　　・　　取得見込

有・無

０００－００００－００００

2

1

有・無０００－００００－００００

有・無

居住予定地 番号 有・無

現在の勤務先
名称・部署

-
番号

現住所 番号 同上

０００－００００－００００

○○市立□□中学校

その他（続柄：　 母   　） 番号

有・無

６親等以内

の親族で横

浜市教職員

及び横浜市

公立学校に

通う児童・

生徒の

氏名等

氏名 続柄 学校名 勤務 / 通学
【事務局使用欄】
※こちらの欄は記載しないでください。

学校

連絡先

携帯電話 番号 留守番電話機能 有・無

      携帯電話以外で、日中、

連絡の取りやすい優先順位を記入
↓　必ず記入してください

留守番

電話機能

勤務 / 通学

学校 勤務 / 通学

学校 勤務 / 通学

同上

０００－００００－００００

学校 勤務 / 通学

学校 勤務 / 通学

262

小学校

中学校

高等学校

特別支援学校

―

保健体育

保健体育

知的・肢体・病弱２ ・ １ ・ 専
S

H  R
 　　７　・  ３　・　３１

居住予定地　（現住所と同じ場合は「同上」。未定の場合は「未定」と記入の上、転居先が決定する時期（目途でも可）を記入。）

〒０００－００００ 転居先の

決定時期
転居時期

※未定以外

必ず記入
居住予定地

の学区
　　　　　■■　　　　小学校 　　　　　■■　　　　中学校

●●県▼▼市■■町１－２－３

3

港　一郎

港　太郎

港　花子

兄

甥

姪

その他（続柄：　　　  　　） 番号

★★

◎◎

◎◎

その他（続柄：　 父   　） 番号

写 真

（４cm×３cm）

・正面向（カラー）

・上半身（脱帽）
・３か月以内に
撮影したもの

・裏に受験番号
及び氏名を記入
する

最寄駅
●● 線 ×× 駅

現住所からの最短所要時間
バス ・ 徒歩 １０ 分

最寄駅
□□ 線 ●● 駅

居住予定地からの最短所要時間
バス ・ 徒歩 ５ 分

家
　
庭

英
　
語

特
別
支
援
学
校

養
護
教
諭

情
　
報

工
　
業

商
　
業

事
　
務

栄
　
養

中　学　校　・　高　等　学　校 高　等　学　校

小
学
校

国
　
語

社
　
会

数
　
学

理
　
科

音
　
楽

美
　
術

保
健
体
育

技
　
術



採用候補者カード 記入例 〈裏面〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和  　６年　11月　  １日 氏　　名 　（自署）港　未来

　なし

吹奏楽 第○回全日本吹奏楽コンクール出場 なし

ソフトボール 中学校・高等学校　活動歴あり なし

中国語

上記の記載事項は事実に相違ありません。　※記載内容が事実と異なることが明らかになった場合、採用を取り消すことがあります。

部活等 部活動名 自身の活動歴・実績等 指導歴等

専門的に指導できる

部活動等

その他、指導できる

部活動等

弾ける　・　弾けない

中

学

校

・

高

等

学

校

の

み

受験区分が「理科」「社会」の方は、教科指導できる科目を○で囲む 希望する場合は、○で囲む

理　科 物理　・　化学　・　生物　・　地学 高等学校での

勤務
希望する

留学経験あり（２年）

○

◎

○

○

平成29年11月～30年３月

平成28年11月～29年３月

平成26年10月（２週間）

　マーチングバンド経験、書道●段

英語

▽▽中学校

■■中学校

読み

読み

ボランティア

３年生

２年生

週１回

学校支援ボランティア

特技・資格等
（各種検定資格、入賞歴等も含む）

語学
言語 資格等 会話

言語 資格等 会話

国家公務員法・地方公務員法

に基づく懲戒処分歴

有無 処分年月日 内容・処分理由

有　・　無

TOEIC ●●●点

教育実習

教育実習

○○小学校

▲▲中学校

（例）

・教育実習

・ＡＴ（アシスタントティーチャー）、

 補助教員

・ボランティア

　　　　　　　　　　など

ＡＴ

学校名 担当　（学年・内容など） 時期など

卒業

単位取得見込

○○市立□□中学校

○○市立△△中学校

●●株式会社

教諭（任期付）

教諭

営業

学級担任（１年生）

個別支援

～
S

H R
27年 ３月31日

S

H R
年　 　 月 　　 日 ～

S

H R
   年　 　 月 　 　日

S

H R

（高等学校）

　　　　　　 ○○県立△△高等学校
S

H R

（中学校）

横浜市立　●●中学校
S

H R

   H30年      3 月まで

　　　　　年　　　　月から 正規・臨任・常勤・

非常勤・その他　　　　　年　　　　月まで

社　会 歴史総合　（　日本史　・　世界史　）　・　地理　・　倫理　・　政経　・　公共

配慮事項

（身体的配慮、保育、看護等）

該

当

す

る

校

種

の

み

記

入

担当可の場合、経験あり又は経験なしを○で囲む

※○をしていても配属・担当にならない場合や○をしていなくても配属・担当になる場合があります

【養護教諭・商業・情報・工業・

事務・栄養職員以外、全員対象】

個別（特別）支援学級

【担当可】
【小学校のみ対象】

音楽専科

【担当可】

経験あり　・　経験なし
経験あり　・　経験なし

ピアノ

　　　　　年　　　　月から 正規・臨任・常勤・

非常勤・その他　　　　　年　　　　月まで

平成26年５月（１か月）

教育公務員特例法第23条１項に定める、公立の小学校等の正規教諭等を対象に実施する

一年間の実践的な研修（「初任者研修」）を修了している
はい　　・　　いいえ

学校における経験等 活動内容

↑新

直近

の

主な

職歴

↓旧

勤務先名 業務内容 担当業務 在職期間 雇用形態

      R6年      ４ 月から 正規・臨任・常勤・

非常勤・その他      R7年      3 月まで

      R3年      ４ 月から

営業

　　　　　年　　　　月から 正規・臨任・常勤・

非常勤・その他　　　　　年　　　　月まで

　　　　　年　　　　月から 正規・臨任・常勤・

非常勤・その他　　　　　年　　　　月まで

正規・臨任・常勤・

非常勤・その他      R6年      3 月まで

   H27年      ４ 月から 正規・臨任・常勤・

非常勤・その他

   年　 　 月 　 　日

20年 ３月31日

学　歴

小・中学校は

横浜市立学校

の場合のみ

記入

高等学校以上

（中学校卒業

後）はすべての

学歴を記入

学校名（学部・学科等） 在　 学　 期　 間

20年  ４月  １日 ～
S

H R
23年 ３月31日

17年  ４月  １日 ～
S

H R

年　 　 月 　　 日 ～
S

H R

卒業・修了・卒業見込

修了見込・中退等
（小学校）

横浜市立　●●小学校
S

H R
11年  ４月  １日 ～

S

H R
17年 ３月31日

　　　　　   □□大学（通信制）
S

H R
  ６年  ４月  １日 ～

S

H R
  ７年 ３月31日

（大学・専門学校等）

　　　　　   ◆◆大学
S

H R
23年  ４月  １日

卒業

卒業

卒業



採用候補者カード 記入上の注意 〈表面〉 

・提出部数：２部   ・折り曲げ厳禁   ・修正箇所は二重線で消すこと（訂正印不要） 

 

 

 

 

 

  

4

令 和 ７ 年 度　　　　採 用 候 補 者 カ ー ド
※このカードに記載した事項は、必ずしも希望や配慮を約束するものでありません。

受験

区分

選考

区分

・ 一般選考

・ 特別選考
　（１・２・３・４・５・６・７・８）

受験

番号
保健体育

令和６年１２月

現住所

〒９９９－９９９９

※必ず記入

現住所の

学区
　　　　　□□　　　　小学校 　　　　　△△　　　　中学校

○○県△△市□□町１－１

ふりがな 生　年　月　日

氏　名

昭 和

平 成
４ 年　１１ 月　１１ 日

性

別
女 　３２　　歳

(令和７年４月１日現在）

港　未来
みなと　みらい

0000

所有

免許状

免許状の種類
（所有（取得見込を含む）するものを○で囲む）

教科・領域等 授与（取得見込）年月日 取得の有無

２ ・ １ ・ 専
S

H  R
  ２７　・  ３　・　３１ 取得　　・　　取得見込

２ ・ １ ・ 専

取得　　・　　取得見込

２ ・ １ ・ 専
S

H  R 　・　　　・ 取得　　・　　取得見込

S

H  R
  ２７　・  ３　・　３１ 取得　　・　　取得見込

２ ・ １ ・ 専
S

H  R
  ２７　・  ３　・　３１ 取得　　・　　取得見込

２ ・ １ ・ 専
S

H  R 　・　　　・ 取得　　・　　取得見込

司書教諭 なし　・　あり⇒
S

H  R 　・　　　・ 取得　　・　　取得見込

有・無

０００－００００－００００

2

1

有・無０００－００００－００００

有・無

居住予定地 番号 有・無

現在の勤務先
名称・部署

-
番号

現住所 番号 同上

０００－００００－００００

○○市立□□中学校

その他（続柄：　 母   　） 番号

有・無

６親等以内

の親族で横

浜市教職員

及び横浜市

公立学校に

通う児童・

生徒の

氏名等

氏名 続柄 学校名 勤務 / 通学
【事務局使用欄】
※こちらの欄は記載しないでください。

学校

連絡先

携帯電話 番号 留守番電話機能 有・無

      携帯電話以外で、日中、

連絡の取りやすい優先順位を記入
↓　必ず記入してください

留守番

電話機能

勤務 / 通学

学校 勤務 / 通学

学校 勤務 / 通学

同上

０００－００００－００００

学校 勤務 / 通学

学校 勤務 / 通学

262

小学校

中学校

高等学校

特別支援学校

―

保健体育

保健体育

知的・肢体・病弱２ ・ １ ・ 専
S

H  R
 　　７　・  ３　・　３１

居住予定地　（現住所と同じ場合は「同上」。未定の場合は「未定」と記入の上、転居先が決定する時期（目途でも可）を記入。）

〒０００－００００ 転居先の

決定時期
転居時期

※未定以外

必ず記入
居住予定地

の学区
　　　　　■■　　　　小学校 　　　　　■■　　　　中学校

●●県▼▼市■■町１－２－３

3

港　一郎

港　太郎

港　花子

兄

甥

姪

その他（続柄：　　　  　　） 番号

★★

◎◎

◎◎

その他（続柄：　 父   　） 番号

写 真

（４cm×３cm）

・正面向（カラー）

・上半身（脱帽）
・３か月以内に
撮影したもの

・裏に受験番号
及び氏名を記入
する

最寄駅
●● 線 ×× 駅

現住所からの最短所要時間
バス ・ 徒歩 １０ 分

最寄駅
□□ 線 ●● 駅

居住予定地からの最短所要時間
バス ・ 徒歩 ５ 分

家
　
庭

英
　
語

特
別
支
援
学
校

養
護
教
諭

情
　
報

工
　
業

商
　
業

事
　
務

栄
　
養

中　学　校　・　高　等　学　校 高　等　学　校

小
学
校

国
　
語

社
　
会

数
　
学

理
　
科

音
　
楽

美
　
術

保
健
体
育

技
　
術

該当する受験区分を赤鉛筆で塗りつぶす 

・同一の写真をそれぞれの 
 採用候補者カードに貼りつける 
・写真の裏に受験番号、氏名を 
 必ず記入 

現住所または居住予定地が横浜市内の
場合は、通学区域（学区）となる学校名
を記入 
（横浜市外の場合は記入不要） 

令和７年４月１日時点の居住予定地を記入 
現住所と同じ場合は「同上」、未定の場合は「未定」または 
大まかな居住予定エリアを記入（例：「横浜市神奈川区近辺」） 

令和７年４月１日までに
転居予定かつ転居先が 
「未定」の場合のみ記入 

所有するすべての免許状について記入（取得見込を含む） 
 特別支援学校…教科・領域等欄に「所有する領域（知・肢・病・視・聴）」を記入 
 養護学校  …免許状の種類欄に「養学」と記入 
 養護教諭  …免許状の種類欄に「養教」と記入 

司書教諭資格の有無を記入 

日中に連絡を取れる連絡先電話番号を記入 
・「優先順位」「留守番電話機能設定の有無」も必ず記入 
・「その他」連絡先を記入する場合は、続柄を必ず記入 
・電話番号の記入間違いがないか再度確認してください 

令和７年４月１日時点での勤務／通学状況を記入 
４月から勤務／通学予定の場合は学校名欄に「（予定）○○」と記入 

【事務局使用欄】 
この欄には何も記入しないこと 



採用候補者カード 記入上の注意 〈裏面〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和  　６年　11月　  １日 氏　　名 　（自署）港　未来

　なし

吹奏楽 第○回全日本吹奏楽コンクール出場 なし

ソフトボール 中学校・高等学校　活動歴あり なし

中国語

上記の記載事項は事実に相違ありません。　※記載内容が事実と異なることが明らかになった場合、採用を取り消すことがあります。

部活等 部活動名 自身の活動歴・実績等 指導歴等

専門的に指導できる

部活動等

その他、指導できる

部活動等

弾ける　・　弾けない

中

学

校

・

高

等

学

校

の

み

受験区分が「理科」「社会」の方は、教科指導できる科目を○で囲む 希望する場合は、○で囲む

理　科 物理　・　化学　・　生物　・　地学 高等学校での

勤務
希望する

留学経験あり（２年）

○

◎

○

○

平成29年11月～30年３月

平成28年11月～29年３月

平成26年10月（２週間）

　マーチングバンド経験、書道●段

英語

▽▽中学校

■■中学校

読み

読み

ボランティア

３年生

２年生

週１回

学校支援ボランティア

特技・資格等
（各種検定資格、入賞歴等も含む）

語学
言語 資格等 会話

言語 資格等 会話

国家公務員法・地方公務員法

に基づく懲戒処分歴

有無 処分年月日 内容・処分理由

有　・　無

TOEIC ●●●点

教育実習

教育実習

○○小学校

▲▲中学校

（例）

・教育実習

・ＡＴ（アシスタントティーチャー）、

 補助教員

・ボランティア

　　　　　　　　　　など

ＡＴ

学校名 担当　（学年・内容など） 時期など

卒業

単位取得見込

○○市立□□中学校

○○市立△△中学校

●●株式会社

教諭（任期付）

教諭

営業

学級担任（１年生）

個別支援

～
S

H R
27年 ３月31日

S

H R
年　 　 月 　　 日 ～

S

H R
   年　 　 月 　 　日

S

H R

（高等学校）

　　　　　　 ○○県立△△高等学校
S

H R

（中学校）

横浜市立　●●中学校
S

H R

   H30年      3 月まで

　　　　　年　　　　月から 正規・臨任・常勤・

非常勤・その他　　　　　年　　　　月まで

社　会 歴史総合　（　日本史　・　世界史　）　・　地理　・　倫理　・　政経　・　公共

配慮事項

（身体的配慮、保育、看護等）

該

当

す

る

校

種

の

み

記

入

担当可の場合、経験あり又は経験なしを○で囲む

※○をしていても配属・担当にならない場合や○をしていなくても配属・担当になる場合があります

【養護教諭・商業・情報・工業・

事務・栄養職員以外、全員対象】

個別（特別）支援学級

【担当可】
【小学校のみ対象】

音楽専科

【担当可】

経験あり　・　経験なし
経験あり　・　経験なし

ピアノ

　　　　　年　　　　月から 正規・臨任・常勤・

非常勤・その他　　　　　年　　　　月まで

平成26年５月（１か月）

教育公務員特例法第23条１項に定める、公立の小学校等の正規教諭等を対象に実施する

一年間の実践的な研修（「初任者研修」）を修了している
はい　　・　　いいえ

学校における経験等 活動内容

↑新

直近

の

主な

職歴

↓旧

勤務先名 業務内容 担当業務 在職期間 雇用形態

      R6年      ４ 月から 正規・臨任・常勤・

非常勤・その他      R7年      3 月まで

      R3年      ４ 月から

営業

　　　　　年　　　　月から 正規・臨任・常勤・

非常勤・その他　　　　　年　　　　月まで

　　　　　年　　　　月から 正規・臨任・常勤・

非常勤・その他　　　　　年　　　　月まで

正規・臨任・常勤・

非常勤・その他      R6年      3 月まで

   H27年      ４ 月から 正規・臨任・常勤・

非常勤・その他

   年　 　 月 　 　日

20年 ３月31日

学　歴

小・中学校は

横浜市立学校

の場合のみ

記入

高等学校以上

（中学校卒業

後）はすべての

学歴を記入

学校名（学部・学科等） 在　 学　 期　 間

20年  ４月  １日 ～
S

H R
23年 ３月31日

17年  ４月  １日 ～
S

H R

年　 　 月 　　 日 ～
S

H R

卒業・修了・卒業見込

修了見込・中退等
（小学校）

横浜市立　●●小学校
S

H R
11年  ４月  １日 ～

S

H R
17年 ３月31日

　　　　　   □□大学（通信制）
S

H R
  ６年  ４月  １日 ～

S

H R
  ７年 ３月31日

（大学・専門学校等）

　　　　　   ◆◆大学
S

H R
23年  ４月  １日

卒業

卒業

卒業

・小学校・中学校は横浜市立学校の場合のみ記入 
・高等学校以上（中学校卒業後）はすべての学歴を記入 
・学位の授与を伴わない単位取得のみを目的としたものは「単位取得」と記入 

育児休業代替任期付教員の場合は業務内容欄に「教諭（任期付）」と記入し 
雇用形態欄は「正規」に○を付ける 

・新しい職歴から順に記入（現在就業中のものを含む） 
・記入欄が不足する場合は、直近の主な職歴のみ記入（欄外には記入しない） 
・神奈川県以外の教職歴を記入する場合は、「都道府県」から必ず記入 

「学校における経験」を書ける範囲ですべて記入（教職歴を除く） 

・特別選考④合格者は必ず記入 
・マーチングバンドの経験がある場合は必ず記入 
・その他特技等がある場合は記入 資格の有無に関わらず 

「会話」「読み」ができる
言語があれば記入 

身体的事由、保育、看護等の理由で配慮を希望する場合は記入 

資格や滞在歴があれば記入 

◎：ネイティブレベル 
（円滑な意思疎通ができる） 
○：日常会話レベル 
（簡単な意思疎通ができる） 

担当が可能な場合、経験の
有無について○を付ける 

担当が可能な場合、経験の
有無及びピアノを弾けるか
について○をつける 

２枚とも必ず氏名を自筆で記入 

※
記
入
内
容
を
す
べ
て
反
映
さ
せ
た
配
属
・
担
当
を 

約
束
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 


